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Ｐ３ ……… 補正予算
Ｐ５ ……… ７人が問う
Ｐ12 ……… 移転延期

１２月定例会議
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年
頭
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
に
議

会
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し

て
温
か
い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、 「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」 

と
は
使

い
古
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
年
が
改
ま
る
と
い

う
一
つ
の
区
切
り
の
大
切
さ
を
表
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
と
今
年
は
、
時
間
に
す
れ
ば
一
瞬
の
違

い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
刻
一
刻
と
変
化
し
続
け

る
環
境
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば
目

先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
区
切
り
の
時
に
、
じ
っ

く
り
自
分
と
い
う
も
の
を
振
り
返
っ
た
り
、
周

囲
の
状
況
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
新
年
の
計

画
を
立
て
て
み
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

対
応
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
こ
の
町
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
実
感
し
、
よ
そ
の
人
た
ち
に
は
、

多
良
木
町
に
ぜ
ひ
住
み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
へ
の
政
策
が
行
政
に
課
せ
ら
れ

た
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、
よ
り
良
い
政
策
を
導
く

た
め
、
活
発
な
議
論
と
皆
さ
ん
の
声
を
的
確
に

町
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
議

員
一
同
、
一
生
懸
命
、
努
力
を
続
け
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
一
層
の
御
指
導
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

結
び
に
、
今
年
の
干
支
は
亥(

い)

年
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

「
勇
気
と
冒
険
」
。  

イ
ノ
シ
シ
が
象
徴
す
る

の
は
、
そ
ん
な
言
葉
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

崩
れ
な
い
信
念
と
頑
固
な
意
志
を
持
ち
、
何

事
に
対
し
て
も
全
力
で
臨
み
、
あ
ら
ゆ
る
課
題

を
解
決
で
き
る
年
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
も
、
幸
せ
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

年
頭
の

年
頭
の

　
 

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

年
頭
の

　
 

あ
い
さ
つ

多良木町議会
議　長　　　　

村 山 　昇

　

平
成
三
十
年
度　

十
二
月
定
例
会
議
は
四
日
か
ら
十
一
日
ま
で
と
し
、
報
告
・

同
文
議
決
・
条
例
等
各
一
件
・
補
正
予
算
五
件
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
七
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

円を入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 円を
　　　 に助31年４月入学予定者へ今年度中 に助成!!

円を入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 円を
　　　 に助31年４月入学予定者へ今年度中 に助成!!

円を
に助成!!
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予　

 

算

平成30年度 一般会計歳入・歳出

それぞれ731万6千円を追加して

予算総額71億747万8千円とした

〇国民健康保険は保険給付費増のため

〇下水道事業は人事異動・給与改定のため

〇介護保険は保険給付費増のため

〇後期高齢者医療は保険料還付金増のため

……… 2,993万5千円

……… ▲395万6千円

……… 3,025万8千円

　……… 21万4千円

特別会計補正の金額と
主な理由は

報　　告

1．平成29年度財政健全化比率修正

2．定期監査報告
3．指定管理者の監査結果　
　　  あいあいスポーツクラブたらぎ

将来負担比率
修正前　53.5 修正後　54.2

※詳しくは多良木町役場ホームぺ－ジ
 （http://www.town.taragi.lg.jp/）
　まで

一般会計追加補一般会計追加補正一般会計追加補一般会計追加補正一般会計追加補正 （千円切り捨て）

予　

 

算入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 円を
　　　 　　　 31年４月入学予定者へ今年度中 31年４月入学予定者へ今年度中 に助成!!
入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 円を
　　　 　　　 31年４月入学予定者へ今年度中 31年４月入学予定者へ今年度中 に助成!!
入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 
　　　 31年４月入学予定者へ今年度中 

林道施設災害復旧費

口の坪団地建設工事

障がい児通所支援事業

職員給与改定等に伴う増額

介護保険関係費

後期高齢者医療費

・・・・・・・ 1,441万円

・・・・・・・ 1,230万円

・・・・・・・・ 811万円

・・・ 621万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 397万円

・・・・・・・・・・・・・ 257万円

リサイクル委託料

障がい者福祉関係費

地方バス路線維持費補助

財産管理費（里道３ヶ所）

小・中学校入学祝い金

指定管理候補者選定関係費用

・・・・・・・・・・・・・ 158万円

・・・・・・・・・・ 134万円

・・・・・ 126万円

・・・・ 111万円

・・・・・・・・・・・ 90万円

・・・・・ 5万円



　多良木高校施設設備利活用については、５月に球磨支援学校高等部の移転計画が表面化しましたが、

保護者一同からの移転反対の要望書が県教育委員会等に提出されるとともに、球磨人吉管内各市町村

長宛にも意見書が提出されております。

　また、町が計画している中学校新築移転につきましても、町民の理解が得られていない状況です。

　いずれの計画も、町内既存施設等の移転若しくは一部移転であり、多良木高校閉校後の喪失感や経

済的損失を補うものではありません。

　多良木高校閉校後の施設設備の利活用については、町長は就任直後より「教育研究の場として残し

たい」 と言われており、 20年後30年後の多良木町のコミュニティー・スクールを考え、 慎重に判断す

べきであると考えます。

　その為に、早急に結論を出すにではなく、多良木町や球磨人吉地域の活性化をどう創り出していく

のか、町民や関係団体を含めた幅広い意見の集約が出来る委員会を設置し、検討していくことを要望

いたします。（要旨記載）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校活性化協議会　会長　味岡　峯子

たらぎ議会だより　第111号／４

要　
 

望

《 その他の皆さんからの要望 》
区　分 件　　名　　及　　び　　要　　旨 提　出　者 備　考

県道中河間多良木線に係る久米５区（堀川・野添
地区）の一部道路改良工事に関する要望

久米５区区長
北崎　衛　外８名

黒肥地１区堀馬屋生活道路拡幅についての要望書 落合睦男　外23名

採　　択

継続審議

要望書

要望書

要　望　書

【採決結果】　賛成６・反対５で採択
林 田
×

中 村
×

瀬 崎
×

山 中
〇

魚 住
×

源 嶋
×

髙 橋
〇

久保田
〇

 佐
〇

豊 永
〇

坂 口
〇

久保田武治 議員
　中学校移転も含めて町民への説明も不充分

であり、幅広く意見を聴く場を設けることは

当然である。

豊永　好人 議員
　移転について13回も協議されているが、 会

議録がない事や現中学校の耐力度は基準を満

たしていて移転計画は延期されている事。

髙橋　裕子 議員
　議員は議会活動の中で町民の声を聞く事が

務めであるので町民の声を集約する場は必要

である。

源嶋たまみ 議員
　中学校新築移転は今、 県との協議中であり、

この状況下で他の利活用を検討すべきでない。

魚住　憲一 議員
　要望書の中に町民に理解されていないとあ

るが、 町長は町広報紙に説明を掲載している。

中村　正德 議員
　本件については、 総務産業委員会の中で意

見が分かれているので採択とせず継続とすべ

き。

賛成討賛成討論 反対討反対討論賛成討賛成討論 反対討反対討論賛成討論 反対討論

特別委員会の設置について特別委員会の設置について特別委員会の設置について特別委員会の設置について特別委員会の設置について
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一
般
質
問

質
問
　

課
の
再
編
の
意
義
と
必

要
性
は
。

町
長
　

十
一
年
間
変
わ
っ
て
な

く
将
来
に
向
け
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
け
て
や
る
。

質
問
　

現
在
不
都
合
が
あ
る
の

か
。

町
長
　

「
行
政
需
要
」
の
中
で

各
課
を
横
断
連
携
し
て
「
オ
ー

ル
多
良
木
」
で
臨
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

質
問
　

進
捗
状
況
は
。

町
長
　

係
長
を
中
心
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
や
っ
て
き
た
。
今
、
課
長

会
で
再
度
検
討
し
て
い
る
。

全
額
免
除
等
も
考
え
ら
れ
る
。

質
問
　

何
を
目
指
す
予
算
と
名

づ
け
る
の
か
。

町
長
　

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

目
指
す
」
予
算
と
し
た
い
。

質
問
　

予
算
の
概
要
は
。

町
長
　

十
二
月
ま
で
を
各
課
か

ら
の
要
求
期
限
と
し
施
政
方
針

と
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
二
月
中

に
予
算
が
固
ま
る
。

質
問
　

子
育
て
に
第
三
の
矢
は

あ
る
の
か
。

町
長
　

現
在
郡
市
の
中
で
は
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
子
育
て
世
代
の
住
宅
支

援
や
奨
学
金
制
度
を
設
け
将
来

地
元
で
就
業
す
る
者
に
半
額
・

質
問
　

今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

松
本
総
務
課
長
　

当
初
一
月
ま

で
に
は
改
革
案
を
ま
と
め
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
機
構
改
革
案

と
行
政
改
革
を
あ
わ
せ
次
年
度

に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ

Ａ

ｰｱｱｱｱｱｱｱｱｱｱｲ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾀ　　　　　　　　　　ﾂ
ﾐｱｱｱｱｱｱｱｱｱﾑﾒ

　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　

７人が問う！７人が問う！７人が問う！

その他のその他の

質問質問
その他のその他の

質問質問
その他の

質問

林
田　

俊
策 

議
員

機構改革・課の
再編はどうする

次年度にかかる

新
年
度
予
算
の
概
要
は

２
月
中
に
予
算
が
固
ま
る

ＱＡ

どうする課の再編成

源嶋 たまみ 議員（６ページ）
・観光について

中 村  正 德 議員（７ページ）
・感染症予防について

久保田 武治 議員（８ページ）
・槻木トンネルについて

・体育館へのエアコン設置につ

　いて

・独自の「町政アンケート」の

　声について

豊 永  好 人 議員（９ページ）
・ふれあい交流センターえびす

　の湯について

・町長の政治姿勢について

・町有地の活用について

 佐  信 行 議員（10ページ）
・高齢化対策について

坂 口  幸 法 議員（11ページ）
・公園整備について

・2025年開催決定の大阪万博に

　ついて
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一
般
質
問

質
問
　

公
費
で
行
う
接
種
と
任

意
で
受
け
る
接
種
が
あ
る
が
、

助
成
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
接

種
歴
の
無
い
人
や
助
成
対
象
者

へ
の
呼
び
か
け
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

今
年
10

月
、
緊
急
に
風
疹
の
抗
体
検
査

を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

回
覧
し
た
。

質
問
　

お
た
ふ
く
風
邪
に
罹
患

す
る
と
聴
力
障
害
を
お
こ
す
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
子

供
の
将
来
を
犠
牲
に
し
な
い
よ

う
、
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
化
を
す

べ
き
で
は
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
是
非
は
、
議
論
中

で
郡
市
で
は
助
成
を
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
慎
重
に
考
え
て

い
く
。

質
問
　

イ
ン
フ
ル
予
防
接
種
の

申
込
み
は
「
余
裕
を
も
っ
て
の

締
め
切
り
」・「
随
時
受
け
付
け
」

は
で
き
な
い
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

予
防
接

種
の
申
込
み
は
、
直
前
ま
で
防

災
無
線
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

取
り
止
め
の
な
い
事
態
と
な
ら

な
い
よ
う
、
９
月
上
旬
で
申
込

み
を
終
了
し
て
い
る
。

リ
ズ
ム
を
と
ら
れ
て
い
る
町
民

の
為
に
再
開
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

松
本
総
務
課
長
　

31
年
度
～
32

年
度
に
か
け
て
、
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
予
定
し
て

い
て
、
音
量
が
個
別
に
調
整
が

可
能
と
な
る
。

質
問
　

現
放
送
体
制
と
今
後
の

体
制
に
つ
い
て
、
朝
６
時
と
夜

９
時
の
放
送
を
止
め
た
経
緯
は
。

松
本
総
務
課
長
　

屋
外
放
送
施

設
近
隣
の
方
々
か
ら
苦
情
が
あ

っ
た
の
で
、
現
在
の
状
況
で
対

応
し
て
い
る
。

質
問
　

放
送
を
頼
り
に
生
活
の

教
育
の
取
り
組
み
は

「
米
百
俵
の
精
神
」
で

ＱＡ

放
送
時
間
の
変
更
は

苦
情
に
対
応

ＱＡ

予防接種の周知は

回覧・防災無線で

Ｑ

Ａ

源
嶋 

た
ま
み 

議
員

い
る
。「
米
百
俵
の
精
神
」
で

教
育
に
あ
た
り
た
い
。

質
問
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

利
用
状
況
と
学
校
・
教
育
委
員

会
・
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
ス

タ
ッ
フ
と
の
話
し
合
い
の
場
は

設
け
て
い
る
の
か
。

今
井
教
育
振
興
課
長
　

利
用
状

況
は
、
多
小
36
名
・
久
米
小
36

名
・
黒
小
55
名
の
子
ど
も
た
ち

が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
必
要

に
応
じ
て
学
校
を
訪
問
し
、
関

係
者
と
協
議
し
て
い
る
。

質
問
　

オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
教
育

の
評
価
は
い
か
が
か
。
ま
た
、

来
年
度
へ
の
取
り
組
み
案
は
。

佐
藤
教
育
長
　

県
内
で
は
初
め

て
の
取
り
組
み
で
、
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

予
算
は
、
約
800
万
円
と
思
っ
て これで安心



たらぎ議会だより　第111号／７

一
般
質
問

質
問
　

31
年
度
当
初
予
算
の
編

成
時
期
で
あ
り
、
地
方
創
生
推

進
交
付
金
事
業
は
、
31
年
度
が

最
終
年
度
で
あ
る
が
、
来
年
度

も
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

松
本
総
務
課
長
　

こ
の
事
業
は

主
に
企
画
観
光
課
・
農
林
課
が

担
当
し
、
横
展
開
タ
イ
プ
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
最
長
３
年
間

申
請
が
可
能
で
、
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
は
「
九
州
の
お
米
食

味
コ
ン
ク
ー
ル
」
自
治
体
部
門

一
位
に
な
っ
た
。
こ
の
成
果
を

基
に
町
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

質
問
　

効
果
が
見
込
め
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
効
果
検
証
を

行
い
、
や
め
る
決
断
・
方
向
性

を
見
直
す
勇
気
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

町
長
　

三
椏
に
よ
る
和
紙
の
製

造
販
売
・
か
や
の
生
産
販
売
は
、

雇
用
を
生
み
出
す
産
業
と
し
て

は
難
し
い
。
最
終
年
度
と
な
り
、

黒
木
町
民
福
祉
課
長
　

修
繕
料

は
31
年
度
の
見
積
書
を
作
成
依

頼
中
、
高
圧
機
器
等
の
経
年
更

新
作
業
・
消
防
設
備
等
改
修
で

概
算
合
計
300
万
円
を
計
上
予

定
。
赤
字
改
善
策
に
つ
い
て
は

予
算
計
上
の
計
画
は
な
い
。
経

費
節
減
対
策
等
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
等
を
中
心
に
検
討
を

続
け
、
町
長
に
提
案
す
る
。
予

算
へ
の
反
映
は
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。

計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
検
証
を
行
い
、

町
に
と
っ
て
い
い
形
で
の
着
地

点
を
求
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

総
ま
と
め
の
時
期
に
な
る
の
で
、

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
一
括

契
約
か
ら
、
各
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
の
直
接
契
約
へ
と
い
う
判
断

も
考
え
て
い
る
。

質
問 　

「
え
び
す
の
湯
」
老
朽

化
に
よ
る
修
繕
代
の
増
加
、
潜

在
的
な
赤
字
の
解
消
に
向
け
た

改
善
策
は
。

当初予算
やめる決断・見直す勇気を

町にとっていい形の着地点を

Ｑ

Ａ

税金のコンビニ納付の
取り組みは

状況を見て検討

Ｑ

Ａ

中
村　

正
德 

議
員

質
問
　

現
在
、
町
民
税
・
国
保

税
・
介
護
保
険
料
・
各
種
使
用

料
等
含
め
て
現
年
度
・
過
年
度

合
わ
せ
た
滞
納
額
が
約
２
億
円

あ
る
。
税
金
は
町
の
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
納

付
場
所
の
選
択
肢
を
高
め
る
事

も
収
納
率
向
上
に
繋
が
る
と
思

う
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
に

取
り
組
む
考
え
は
。

平
川
税
務
課
長
　

県
内
45
市
町

村
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実

施
団
体
は
９
団
体
で
あ
る
。
１

件
あ
た
り
60
円
前
後
の
収
納
手

数
料
が
か
か
る
た
め
、
費
用
対

効
果
検
証
が

必
要
で
、
今

後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

老朽化が進む「えびすの湯」



で
行
な
っ
た
。

質
問
　

二
次
試
験
は
人
物
試
験

だ
と
思
う
が
評
価
方
法
や
内
容

は
。

松
本
総
務
課
長
　

面
接
官
に
よ

る
面
接
と
作
文
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
を
点
数
化
し
評
価
す
る
。
面

接
点
が
25
点
、
作
文
が
50
点
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
25
点
満
点
。

作
文
は
外
部
委
託
し
、
第
三
者

に
よ
る
正
規
な
評
価
と
な
っ
て

い
る
。

質
問
　

規
則
に
よ
る
と
、
町
長

は
第
一
次
・
二
次
試
験
の
結
果
、

判
定
基
準
に
基
づ
き
最
終
合
格

者
を
決
定
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
際
に
町
長
の
思
惑
や

裁
量
が
入
り
込
む
余
地
は
な
い

の
か
ど
う
か
。

町
長
　

私
の
裁
量
が
入
り
込
む

余
地
は
な
く
、
客
観
的
な
評
価

で
あ
る
。

質
問
　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

は
公
平
・
公
正
に
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。
本
町
の
職
員
任
用
規

則
に
よ
る
と
、
試
験
選
考
委
員

会
を
置
く
と
な
っ
て
い
る
が
、

メ
ン
バ
ー
は
何
名
で
だ
れ
だ
れ

か
。

町
長
　

二
次
試
験
の
選
考
委
員

は
副
町
長
、
教
育
長
、
私
３
名

たらぎ議会だより　第111号／８

一
般
質
問

質
問
　

国
保
税
、
全
国
の
滞
納

者
が
289
万
世
帯
、
本
町
で
も
204

世
帯
。
加
入
者
の
貧
困
化
や
高

齢
化
が
進
み
、
高
す
ぎ
る
保
険

税
に
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。

町
長
の
認
識
は
。

町
長
　

国
保
税
が
低
所
得
者
の

方
々
に
は
非
常
に
高
い
と
認
識

し
て
い
る
。

高すぎる国保税の
引き下げを

今後の課題としたい

Ｑ

Ａ

久
保
田 

武
治 

議
員

質
問
　

居
食
充
研
究
会
の
方
々

に
よ
る
「
子
ど
も
食
堂
」
が
開

か
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長
　

行
政
が
で
き
な
い
こ
と

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
頂

い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。

質
問
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
食
材

や
募
金
、
町
民
へ
の
広
報
な
ど

要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
支
援
が
で
き
な
い
か
。

白
濱
子
ど
も
対
策
課
長
　

利
用

で
き
る
施
設
が
ほ
し
い
と
の
要

望
も
あ
り
、
支
援
の
一
つ
と
し

て
公
民
館
の
利
用
料
を
減
免
し

て
い
る
。

町
長
　

何
が
で
き
る
か
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
含
め
て
考
え
て
み

た
い
。

客
観
的
評
価
で
公
正
確
保

ＱＡ

職
員
採
用
の
公
平
・
公
正
性
は

質
問
　

本
町
で
は
今
年
度
は
下

が
っ
た
が
そ
れ
で
も
高
い
。
こ

れ
ま
で
繰
り
入
れ
て
き
た
２
千

万
円
を
入
れ
て
さ
ら
に
引
き
下

げ
が
で
き
な
い
の
か
。

町
長
　

国
保
の
運
営
主
体
が
県

に
変
わ
っ
た
の
で
、
繰
り
入
れ

に
つ
い
て
は
研
究
課
題
と
し
た

い
。

質
問
　

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助

成
を
74
歳
ま
で
に
広
げ
て
、
疾

病
の
早
期
発
見
や
治
療
に
結
び

付
け
、
医
療
費
を
減
ら
せ
ば
保

険
税
を
安
く
で
き
る
と
思
う
が
、

他
町
村
の
助
成
状
況
は
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

球
磨
村

は
助
成
し
て
い
な
い
が
、
他
町

村
で
は
74
歳
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
は
30
歳
か
ら
70
歳
ま

で
の
助
成
で
あ
る
。

質
問
　

町
長
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

町
長
　

74
歳
ま
で
助
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
は

初
め
て
聞
い

た
。
担
当
課

と
協
議
を
し

て
み
た
い
。

「子ども食堂」に支援を

「
子
ど
も
食
堂
」
に
町
の
支
援
を

何
が
で
き
る
か
検
討

ＱＡ



質
問
　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、

「
出
生
率
の
改
善
を
図
る
に
は

各
課
連
携
」
と
答
弁
を
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

白
濱
子
ど
も
対
策
課
長  

課
題

の
認
識
・
対
策
検
討
・
情
報
共

有
を
不
定
期
で
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
課
題
の
検
証
・
対
策

の
具
体
化
を
進
め
、
保
護
者
の

不
安
・
悩
み
を
軽
減
し
、
子
ど

も
た
ち
の
支
援
体
制
を
整
え
て

行
く
。

たらぎ議会だより　第111号／９

一
般
質
問

質
問
　

農
業
振
興
に
つ
い
て
本

年
度
か
ら
実
施
を
し
た
振
興
作

物
機
械
等
導
入
支
援
事
業
の
評

価
と
今
後
の
方
向
性
は
。

久
保
農
林
課
長
　

申
請
農
家
数

は
14
件
・
総
事
業
費
２
千
329
万

４
千
円
・
補
助
申
請
額
509
万
８

千
円
で
あ
っ
た
。
導
入
機
械
等

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業

の
採
択
が
厳
し
い
中
で
担
い
手

農
家
の
生
産
向
上
と
経
営
の
安

定
化
に
寄
与
で
き
た
と
評
価
を

し
て
い
る
。

　

関
係
農
家
に
は
資
料
配
付
を

し
た
が
、
事
業
の
周
知
期
間
が

足
り
な
か
っ
た
と
い
う
農
家
の

声
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
今
後

は
早
期
の
対
応
に
努
め
る
。

町
長
　

３
年
間
実
施
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般

財
源
で
あ
り
、
一
定
の
節
度
を

持
っ
て
こ
の
業
務
に
あ
た
る
。

町
長
　

９
月
議
会
以
来
、
13
回

に
わ
た
り
質
問
を
受
け
、
情
報

を
提
供
し
て
お
り
、
会
議
録
が

あ
っ
た
場
合
、
私
が
責
任
を
と

る
。

質
問
　

高
校
跡
地
利
用
の
県
と

の
会
議
録
に
つ
い
て
９
月
の
定

例
会
議
の
中
で
「
会
議
録
は

頭
の
中
で
」
と
答
弁
さ
れ
て
い

る
が
、
会
議
録
は
お
互
い
に
作

成
し
て
い
な
い
の
か
。
会
議
録

が
存
在
し
た
場
合
、
誰
が
責
任

を
取
る
の
か
。

豊
永　

好
人 

議
員

少子化対策は

各課連携で

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

農業支援事業の方向性は

一定の節度をもって

「
会
議
録
」
が
あ
る
場
合
は

町
長
自
身
が
責
任
を
と
る

ＱＡ

効
果
が
見
ら
れ
た
補
助
事
業

子育て支援は、各課連携で



たらぎ議会だより　第111号／10

一
般
質
問

質
問
　

町
政
の
基
本
は
健
全
財

政
を
確
立
し
つ
つ
、
町
民
の
生

活
向
上
を
安
定
的
に
図
る
こ
と

で
あ
る
が
、
財
源
確
保
、
歳
出

の
予
算
配
分
は
。

松
本
総
務
課
長
　

29
年
度
末
で

財
政
調
整
基
金
が
10
億
７
千
400

万
、
減
債
基
金
10
億
８
千
500
万
、

そ
の
他
５
億
８
千
500
万
、
運
用

資
金
と
し
て
３
億
３
千
600
万
、

全
体
で
30
億
８
千
100
万
で
あ
る
。

対
し
て
地
方
債
の
残
高
は
58
億

１
千
600
万
程
残
っ
て
い
て
償
還

残
高
の
方
が
上
ま
わ
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
平
成
20
・
21
年

度
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
が
少
し
ず

つ
減
っ
て
い
る
。
次
年
度
に
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
大
型

事
業
も
控
え
て
い
る
の
で
、
有

利
な
起
債
を
活
用
し
て
い
く
。

町
長
　

大
型
事
業
を
す
る
と
当

然
借
金
は
増
え
、
交
付
税
で
補

て
ん
さ
れ
て
き
た
が
、
国
も
財

政
が
厳
し
い
中
、
地
方
交
付
税

減
の
場
合
、
ど
う
す
る
の
か
今

後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
。

１
名
の
計
10
名
で
、
各
課
の
課

題
・
検
討
内
容
・
結
果
を
一
覧

表
に
し
、
協
議
を
進
め
た
。

町
長
　

次
に
課
長
会
の
段
階
で

課
の
統
合
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
人

的
な
配
置
と
導
線
・
各
課
横
断

的
な
仕
事
が
増
え
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
協
議
し
て
い
く
。

の
抑
制
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、

将
来
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
む
け
た
組
織
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

主
幹
・
係
長
９
名
・
財
政
担
当

質
問
　

百
太
郎
溝
と
幸
野
溝
と

の
間
の
久
米
地
区
に
は
ト
イ
レ

が
な
い
。
住
民
の
方
よ
り
設
置

の
要
望
が
あ
る
が
。

松
本
総
務
課
長
　

条
件
と
し
て

「
上
・
下
水
道
が
近
く
に
あ
り
」

「
土
地
の
提
供
」「
補
助
事
業
」が

あ
れ
ば
考
え
ら
れ
る
。

質
問
　

「
機
構
改
革
を
し
た
い
」

と
し
て
い
た
が
現
状
と
今
後
の

方
向
は
。

松
本
総
務
課
長
　

現
体
制
は
平

成
19
年
４
月
の
ま
ま
で
あ
る
。

行
政
改
革
推
進
法
を
背
景
と
し

て
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
人
件
費

庁
舎
内
の
機
構
改
革
は

課
長
会
で
再
度
検
討
を

ＱＡ

佐　

信
行 

議
員

Ｑ

Ａ

健全財政の基本的方針は

有利な起債を活用して

Ｑ

Ａ

久米地区に
トイレ設置を

適当な場所・条件が
そろえば

久
米
に
も
ほ
し
い
公
衆
ト
イ
レ
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一
般
質
問

質
問
　

中
学
校
耐
力
度
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
た
、
次
年
度
の

中
学
校
に
関
す
る
予
算
編
成
は
。

今
井
教
育
振
興
課
長
　

今
回
の

結
果
は
、
現
時
点
で
は
国
の
交

付
金
事
業
の
採
択
要
件
は
満
た

さ
な
い
が
、
32
年
度
以
降
の
交

付
金
事
業
の
採
択
要
件
は
満
た

す
。
予
算
請
求
に
つ
い
て
は
県

教
委
の
移
転
決
定
を
待
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

質
問
　

現
在
ま
で
の
県
と
の
協

議
は
。

副
町
長
　

29
年
12
月
よ
り
13
回

行
っ
て
い
る
。

質
問
　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら

の
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
に
伴

う
軽
減
率
制
度
の
導
入
が
予
定

さ
れ
、
報
道
等
に
よ
る
と
、
対

象
品
目
の
線
引
き
が
難
し
い
・

減
っ
て
し
ま
っ
た
税
金
の
補
填

が
未
定
・
商
品
に
よ
っ
て
消
費

税
率
や
軽
減
税
率
が
変
わ
る
こ

と
で
事
業
主
の
事
務
処
理
の
負

担
は
確
実
に
増
加
す
る
等
、
混

乱
が
予
想
さ
れ
る
。
町
民
の
生

活
に
直
結
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
、
い
ざ
導
入
さ
れ
て
か

ら
慌
て
な
い
た
め
に
も
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
民
へ
の
周
知
は
。

平
川
税
務
課
長
　

対
応
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
つ
い
て
の
国
税
庁

特
設
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を
張

っ
て
い
る
。

坂
口　

幸
法 

議
員

「
同
窓
会
」
へ
の
補
助
金
は

効
果
が
あ
れ
ば

ＱＡ

消費税消費税

Ｑ

Ａ

消費税の軽減率制度は

ホームページで対応

質
問
　

定
住
人
口
の
増
加
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
本
町
で
開
催
さ
れ
る
「
同

窓
会
」
に
係
る
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
考
え
は
。

松
本
総
務
課
長 

「
同
窓
会
」 

が

定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
経
済

に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
れ
ば
検

討
の
余
地
は
あ
る
が
、
単
な
る

同
窓
会
が
公
益
上
必
要
か
と
考

え
た
時
、
公
金
を
支
出
す
る
の

は
難
し
い
。

質
問
　

「
同
窓
会
」
を
本
町
の

魅
力
・
情
勢
等
を
宣
伝
す
る
場

ま
た
は
、
関
係
人
口
の
創
出
に

つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
と
し
て

捉
え
、
町
執
行
部
と
し
て
各
同

窓
会
に
出
向
き
、
様
々
な
情
報

を
発
信
・
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え

は
。

町
長
　

「
同
窓
会
」
へ
の
招
待

が
あ
れ
ば
出
席
し
、
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
。

Ｑ

Ａ

耐力度調査の結果は

現時点では採択要件は
満たさない

耐力度調査を実施した中学校校舎
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報
告
・
訪
問中学校新設延期・中学校耐力度調査はどうなつた中学校新設延期・中学校耐力度調査はどうなつた中学校新設延期・中学校耐力度調査はどうなつた中学校新設延期・中学校耐力度調査はどうなつた中学校新設延期・中学校耐力度調査はどうなつた

　中学校新築に伴う「現校舎の耐力度調査」の結果判明が平成30年度の「調査方法」の改定に

より10月上旬に予定されていたものがずれ込む事となった。

　審査内容としては 「構造耐力」・「健全度」・「立地条件」 等が変更になり、 昭和57年に立てら

れていた校舎にもかかわらず、いわゆる「新耐震設計基準」に基づく校舎であることやその他

の項目の結果から国の交付金事業（危険建物の改築）の採択要件を満たすことが出来ない事が

判明した。

　2020年には、 高校跡地に新築開校を目指していたが同年以降に新設する場合には「特例対象」

となり、予算面で数億円の違いがあるため町の財政に負担感が無いように、また県の方針の方

向性確定の遅れとの関係もあり延期する方針を執行部が示した。

　球磨支援学校高等部３年生14人が

総合学習の授業の一環で「町議会と

議員」の仕事についての訪問があっ

た。

　地域の政治に対する関心を高める

ことが目的で、お金の使い道や町の

決まり事を議会で話し合い決めるこ

とを学んでいただいた。生徒からは

議員の選出や報酬について、また姉

妹町の南幌町との交流に対する質問

があった。そして本会議場など見学

をし、議長席や議員席などに座って

もらい大変喜ばれた。
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議
会
研
修

★大合併という町を揺るがす課題を機に、議会が改革へと動き出した。私自身、様々な葛藤の中での議会
　活動であるが、小値賀町議会の、視野を最大限に広げる努力と組織の育成を同時進行で成し遂げてこら
　れたパワーに感動し、臨んでいく事への勇気をも頂けた。
　 「町の発展の為に」という共通認識を投げかけられた素晴らしい研修であった。

議会改革！　「小さな離島の町の大きな挑戦」
講師　長崎県小値賀町議会議長　立 石　隆 敎 氏

　改革は平成の大合併への問題提起から始まり、その是非を問う住民投票の実施、その流れの中から議会
の重要な役割を認識し、慣例にとらわれない議会の在り方と立ち位置を意識した真の活力ある議会へ歩み
出し、平成23年議会改革の本格的取り組みへと動いた。そして、平成28年６月議会基本条例を制定した。

議会改革への３つの方針
１．能動的に行動する議会へ
　　　… 積極的な協議会・勉強会・委員会の開催と国・県・事業者への働きかけ

２．町民と共に歩む議会へ
　　　… 模擬公聴会・出前議会・子ども議会・議会モニターの設置

３．施策を提言する議会へ
　　　… 議会版総合計画の策定（住民と共に）・政策研究会の開催

文責　髙橋 裕子

町の幸福のためには町民と共に歩む議会が必要

　　議会が活躍しないで町の発展はない！　　と始まった

１．適正に政策を決定する
２．恒常的な執行の監視・評価
３．政策を立案する
４．政策を提案する

求められる
議会の役割

１．地方自治は議会と首長との
　　「善政競争意識」を中心に
２．議会の権能は、町民のため・
　 町の発展のために直接的に

求められる
議会の考え方

英語に慣れ、楽しく学ぼう !!英語に慣れ、楽しく学ぼう !!英語に慣れ、楽しく学ぼう !!英語に慣れ、楽しく学ぼう !!英語に慣れ、楽しく学ぼう !!

「オンライン英会話」 授業 （黒小） … 議会が参観

　黒肥地小学校で導入されたインターネットを通じての、外国人と英語だけで会話する６年生「オンライン

英会話」授業を参観した。県内初の導入で熊本大学付属小との研究協定を結び、指導援助も受けている。

　当日は、児童がマイク付きヘッドフォンを着け、パソコン画面に映るフィリピン講師とあいさつを交

わし、これまでに学んだ英語を使い、自分が行って見たい国や日本の名所などを紹介した。学生時代10

年近くも英語に接しながら、英会話もろくにできない自分からすると、活発に会話する児童たちに英語

に親しむ環境を提供してやることで、英語能力が確かに向上しているとの感を強くした。

　その後の意見交換会では、「基礎になる読み、書き

の定着をどのように充実させるのか」「中学校ではど

のように継続されるのか」「黒肥地小学校だけでなく、

久米小や多良木小にも広げるべきではないか」など

の意見が出た。

　教育委員会は次年度で小中学校の主要教科（国語、

算数、数学、英語・外国語活動）の学力向上を図る

ための計画を作成しており、さらなる向上が期待で

きる。

　　　　　　　　　　　　　　文責　久保田 武治

入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 円を
　　　 31年４月入学予定者へ今年度中 に助成!!
入学祝い金　中学生７千円・小学生５千 円を
　　　 31年４月入学予定者へ今年度中 に助成!!

How  are  you？
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一
期
四
年
目
、
我
が
広
報
委
員
会
の
最
後

の
編
集
後
記
と
な
っ
た
。
な
ん
と
「
早
い
こ

と
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い
る
。
昨
年
は
県
の

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
見
事
「
入

選
」
を
果
た
し
メ
ン
バ
ー
一
同
と
大
喜
び
で

あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
私
が
担
当
し
て
い

た
「
豆
ち
し
き
」
も
審
査
員
か
ら
「
町
民
に

わ
か
り
や
す
い
」
と
の
評
価
を
受
け
努
力
が

報
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
年
は
い
よ
い

よ
「
統
一
地
方
選
挙
」
議
員
一
同
任
期
満
了

ま
で
自
ら
の
「
議
会
活
動
」
を
地
に
足
を
し

っ
か
り
着
け
全
う
し
よ
う
と
誓
い
、
筆
を
納

め
る
こ
と
に
し
た
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責
　

林
田
俊
策
）
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多良男

球磨雄

選挙の「三ない運動」知っとんな

いよいよ今年は「統一選挙」バイ。

じゃっとたい、あんたも「選挙好き」じゃっで燃えとっど。

へへへおいも、あん人ば応援せんばんとたい。

何んなそらー。
あのなー、きれいか政治、お金んかからん政治のため
「贈らない・求めない・受け取らない」たい。

そらーそぎゃんタイ。
おらーそぎゃん事はせんバイ。

知っとる、知っとる、今どん選挙は18歳のもんも
すっでナーおいどんが教えてやらんばんナー。

じゃっとたい、大人がしっかいせんば
「選挙運動は選挙期間中だけ」じゃっでナ。
そん前は「事前運動」になっでナ。

そらナ「政治活動」は出来っとたい。
「政治活動」てな、難しかナー。

選挙期間中の「戸別訪問はダメ」ばってん
投票依頼の「電話作戦」はＯＫじゃっでナ。
しっかり勉強して候補者のため、うんにゃ町の
ために頑張ってやっバイ。

は？じゃーそん前は
どぎゃんすれば良かとナ？

じゃんナ、ちーと勉強してやっバイ。

政治家が人に「金や物」ば贈ったり、有権者が
「寄付や贈り物」ば、ねだったりすっとそいは
「選挙違反」になるバイ。

じゃー気を付けないよ「三ない運動」て知っとんナ。


